
顕微鏡での粒子観察で、こんなお悩みありませんか？

堀場×ハイロックスの

堀場×ハイロックスの「ダブル運用」をオススメします！

粒子分散・画像解析ツールのご紹介

お悩み 1

試料台に均一に載せるのが

個人差があるため難しい

お悩み2

粒子が重なってしまい正

しく計測できない
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粒子計測ソフトウェアで

は解析が難しい

そこで
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運用運用22

「粒子分散ユニット」で粒子を簡単に均一にします

堀場製作所 価格： ¥2,000,000（税抜）

粒子分散ユニット

「デジタルマイクロスコープ」で観察と粒子解析をします

ハイロックス 価格： ¥5,000,000〜（税抜）

デジタルマイクロスコープ HRX-01 粒子分散ユニットにより
試料分散した小麦粉観察例

≫ 特長

●	 テレセントリックレンズ(10倍～)による
高精度計測が可能

●	 ロータリーヘッドにより立体動画観察を
実現

●	 粒子解析ソフトにより粒子の計測が可能

持込デモ
承ります

持込デモ
承ります

≫ 試料分散後の観察例（光学顕微鏡像）

粒子分散ユニット使用

微小粉末試料を
均一に分散！

手作業

従来のスパーテルなど
での粉末分散作業は
凝集が発生しやすい

カップを開ける 試料を投入する カップを押して
粒子を分散させる

試料投入口

チャンバー構造

試料噴出口

スライドガラス

粒子観察のお悩み解決

「「ダブル運用ダブル運用」」でで
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「ダブル運用」のオススメポイントはこちら！

１つ１つの粒子が観察可能な高い分散性を実現

画像解析による粒子計測

粒子分散ユニットは1つ1つの粒子が観察可能な高い分散性を実現します。従来のふりかけ法とは異なり粒子が綺麗に

分散しますので、デジタルマイクロスコープや電子顕微鏡（SEM）などで1つ1つの形状を観察することが出来ます。

デジタルマイクロスコープの粒子解析ソフトは、自動的に粒子を１つ１つ認識して、粒子のカウントや、個々の粒子の面積

や半径などを計測します。また得られた情報をExcelに出力することも可能です。

≫ 粒子解析ソフトによる小麦粉の計測

●	 粒子を自動的に認識

●	 粒子数、面積、周囲、半径、直径、面積率を計測

●	 粒径ヒストグラム上の各階級の粒子が赤色表示され、

視覚的に判断

●	 結果はExcelに出力でき、計測された値の最大、最小、

平均、標準偏差などの統計解析結果が表示

試料：トナー粒子、倍率：350倍

試料分散なし 試料分散あり

試料：パウダーファンデーション、倍率：350倍

試料分散なし 試料分散あり

動画による「ダブル運用」の
ご紹介あります！

当社ホームページにて、粒子分散ユニットとデジタルマイクロスコープの動画紹介
を行っています。試料分散、観察、画像解析までの一連操作がご覧いただけます。
詳細はQRコードにアクセスください。

デジタルマイクロスコープはどの位まで観察可能ですか？Q
デジカメ位の広角から数μmまでの観察が可能です。(0～7000倍)

粒子分散ユニットで違うサンプルを連続で分散出来ますか？Q
分散ごとに、試料投入口のフィルムと試料噴出口のチップなどを交
換し、チャンバー内を清掃してください。

Q&A 粒子分散・画像解析


